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４　おわりに

今日の流れ



１　自己紹介 岸名　祐治（きしなゆうじ）
・教員14年目
・令和４・５年度東京教師道場リーダー
・令和３年度東京都研究開発委員（情報教育）
・ロイロ認定ティーチャー
・GOOGLE認定教育者、GEG MITAKAリーダー
・WELLBEING DIALOGUE CARD 
　　　　　　　　　　　認定ファシリテータ―
・センセイトーク認定ファシリテーター

『ロイロノートのICT"超かんたん“スキル』
　　　　　　　　　　　　時事通信社（共著）



今の学級どうですか？



２　「WELLBEINGな学級」とは…？



「WELL＋BEING」
よりよい 状態

≒「幸せ」



「WELLBEINGな学級」
よりよい状態



親からのクレーム…

絶えない子どものトラブル…

うまくいっているかわからない…

ほかの先生からの反応…



子ども

先生たち

保護者

自分自身

「WELLBEINGな学級」の４要素



３　「WELLBEINGな学級」

　　　　　に向けてしていること



　「子ども」をWELLBEINGに

「WELLBEING DIALOGUE CARD」を通して
おたがいの価値観を知る、認め合う



「WELLBEING DIALOGUE CARD」

「幸せの四因子」を高める精選された52の問いをトラ
ンプのようにカード化

（慶応義塾大学大学院　前野隆司教授考案）



幸せの４因子

①　やってみよう
（自己実現と成⾧の因子） 

②　ありがとう
（つながりと感謝の因子）

③　なんとかなる
（前向きと楽観の因子）

④　ありのままに
（独立と自分らしさの因子）

【参考文献】前野隆司『幸せのメカニズム　実践・幸福学入門』  (講談社現代新書 )



比較・人目・コンプレックス・やらされ

「やってみよう」・「ありがとう」・「なんとかなる」・「ありのままに」



前野隆司先生とWBDCの子ども版を共同制作



✖ 「学習支援クラウド」

・ロイロノート

・Googleクラスルーム

　　　　　を活用して対話



♥８　大切にされていると感じるのはどんなとき？



18



♥９　苦手な人、きらいな人を作らないためのコツは？
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♥７　いつも笑顔でいられるコツは？
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♡２　ありがとうと思っていることは？　



24

♦Ｊ　わくにはまらず、自由でいるポイントは？　

「共感」

「自分との比較」

「自己受容」







５月と３月の２度

子どもたちの幸福度を定量分析

→WBDCの効果を検証



「ICT」のよさ

伝えにくいことが伝えやすくなる

→集団への安心感につながる



ありがとうの一筆箋



　「保護者」をWELLBEINGに

学級の様子を発信



学級の様子を発信



　「先生たち」をWELLBEINGに

目標や取組を共有







　「自分自身」をWELLBEINGに

自分の好きなこと、ワクワクすることを優先

サードプレイスの「仲間」をつくる



悩みを共有する

ワクワクを共有する



（今の学級どうですか？）

あなたは楽しめていますか？



４　おわりに



「幸せは伝染する」

Nichlas Christakis


